
時代の移り変わりに伴い、川と人々との関わりが希薄になりつつある現在。川と人々の関わりで
ある「川水浴・川遊び」に着目し、情報の提供や活動の手助けとなる『はっけん米代川』を作成しま
した。それをもとに遊ぶことで、子供たちの川に対する意識を変化させる良い機会となります。
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場 所

実 施 者

参 加 者

実 施 日

学習時間

：秋田県山本郡二ツ井町

：能代工事事務所　地域づくり相談室　［TEL（0185）52-6211］

：二ツ井町立二ツ井小学校6年生　45名、教諭　3名

：平成12年9月8日

：2～3時間程度
関係する分野

DATA

二ツ井小学校が行った川水浴・川遊びの実践では、『はっけん米代川』に掲載している川での昔の遊び等を体験して
いただきました。笹舟づくりや石集め、木ボッコとりや天下とり、魚とりなどをすることで、川遊びのおもしろさを
実際に体感しました。

○自然を肌で感じ、「自然の素晴らしさ、川遊びの楽し
　さ」を体験し、川への親しみを高めます。

○川の環境に興味を持ち、川を汚さないことの大切さ
　を学びます。
○昔ながらの遊び等を通して、地域の文化を考えます。

終了の合図が鳴っても「もっと遊びたい」の声が聞こえたり、なかなか上がらない子供がいたりと、川遊びの面白さを
実感していただきました。また、川の流れや水の勢いなど川の特性を感じていただくことができ、自ら進んで遊びに
挑戦する積極的な態度が見られました。

「転んで流れて立ち上がろうとしたとき、流れ
の強さに立っても前になかなか進みませんで
した。」

（二ツ井町立二ツ井小学校　6年生）

「川が少し汚いと思ったけど、『はっけん米代川』
には泳げる水質とあって少し安心しました。そ
れに魚もたくさんいてすごいと思いました。少
し生き物が好きになったような気がします。」

（二ツ井町立二ツ井小学校　6年生）

�

●米代川で川水浴・川遊びしている学校同士によるネットワークをつくり、米代川の清掃や川遊び等から
　得た経験や知識を共有していくことも考えられます。
●河川活動の機会が増えるにつれ、川の環境を維持し整えることが大きな課題となります。活動のフィー
　ルドとなる河川環境を汚さないための取り組みなどについて考えてみることも大切です。
●川遊びだけではなく、その他の昔の遊びなど、地域の人たちから学ぶことも考えられます。

次のステップに向けて

笛の合図でゲーム開始

自分たちでつくった笹舟を流してみました

浮いたり潜ったり、わざと流されてみたり

みんなで魚とり。たくさんとれたかな？

アンケートに綴られた思い出の数々

ポイント

　　米代川での遊び方を解説している
ガイドブック「はっけん米代川」


